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パピルス切り枝の品質保持  

長谷川 暗・長瀬俊史・三木政数・高木 隆  
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詫  

パピルスqpe′祝5ク呼γr以ぶL．は中央アフリカ原産のカヤッリグサ科の水生相物であ為，古代エジ  

プトでは主に書写材料として利用されていたが，それ以外の利用法として一花穂は神殿の儀式に，茎  

を編んで網，扇，サンダル，マット，箱やビンの栓とこして，そして雇い茎の下郡の髄は食料に供さ  

れた（1）．最近，河川や湖沼などの水質汚染が進行しているが，水に溶けている窒素やリンなどの吸  

収力が他の水生植物と亘較して高いことこから‘Z’，水質改善植物として注目されでいる‘3’・また鈍3  

稜の円柱形をしている茎（稗）の頂端部に多くの包菓および数十本の花柄と小包葉が半球状に展開  

する姿が美しいことから鉢物として一部で観賞されている．そ・の特徴的な草姿から生け花やフラ  

ワ・一・アレンジメントの材料として有望と考えられるが，切り枝（地下茎から発生した地上茎を切っ  

たものであるが，本文では切り枝と表現する）として生け水につけたばあい，水揚げが極端に悪く，  

包葉や茎の黄化，萎凋が急速に進み，茎が折れやすい欠点を持つため，切り枝として利用しにくい．  

本研究は，これらの問題を解決し，パピルスの新たな用途を開くことを目的として行った 

本研究では最初に，一俄に広く使用されている切り花前処理剤のAVB（クリザ・－ル）と本学部  

花井園芸学研究室考案の8－Hydroxyquinoline300ppm十BA（Benzylaminopuline）20ppm＋ショ糖3  

％からなる切り花延命溶液一1う）の比較を行った．なお，8－Hydroxyquinolineに代えて溶解が容易な  

8－Hydroxyquinoline Sulfateを使用した。次に本種が硝酸態窒素の吸収に優れていることから硝酸カ  

ルシウムおよび硝酸アンモニウムの影響について－調べた．さらに殺菌作用や生理的作用について効   
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果が期待される竹酢の影響につ∨、て明らかにするとともに，輸送により生ずる品質低下を想定した  

実験も行った．  

材料および方法   

植物材料のパピルスは1993年1卜12月に播種し，発芽常を1994年1～2月た9cmのポリ鉢に鉢  

上げし，5月に上部直径21em，高さ27cmのプラスチック容器に移植してガラス室内で栽培した．  

水分不足にならないよう潅水し，栽培容器当たり元肥として120日タイプの横効性肥料（N：P：  

K＝14：12：14）を3．6g施し，生長期の高温期には2週間ごとに硝酸カルシウムを約3g追肥し  

た．切り枝の長さは実験によって－異なったが，切り枝畳，一萎凋状態の調査は毎日岡一・時刻に行った．  

萎凋の評価は0：包葉，小包葉の萎凋がまったくない，1：包菓，小包葉の1／3が萎凋，2：同  

じく2／3が萎凋，3：全体が萎凋状態の4段階とし，観賞性があるのは段階1までとした．   

実験1．切り花処理剤および蒸散防止剤の影響   

包葉が開きかけの若い茎を30cm（箱茎）と50cm（長茎）に切り，脱イオン水（対照），AVB  

（クリザl－ル）または8－HydroxyquinolineSulfate300ppm＋BA20ppm十ショ糖3％溶液（以下  

8HqS溶液）を室温（約26℃）で2時間吸収させたのち，蒸散防止剤アビオンCの100倍液を切り枝  

全体に噴霧する区とこしない区を設け，そ・ののち脱イオン水を入れた2ゼ容器に挿しで室内条件で調  

査した．なお1区5本の2反復とした．  

実験2．硝酸カルシウムの影響   

包菓が未展開の若茎と展開している成茎を40cmに切り，対照区，8H（〕S溶液区，8HqS溶液に硝  

酸カルシウム1000ppmを添加した8HQS＋Ca（NO3）z区，Ca（NO3）2区の4区を設けて室温で6時間吸  

収させた．吸収処理後は実験1に準じた．なお若茎は5本の2反復，成茎は5本の1ノ反復とした．   

実験3．竹酢と硝酸アンモニウムの影響   

実験2と同じ材料を使用し，対照区，8HQS溶液区，8‡‡qS溶液のショ糖を硝酸アンモニウム1000  

ppmに置き換えた8HqS＋NH4NOき区，8HqS溶液に竹酢0．1％を添加した8HqS＋竹酢区の4溶液を  

用い，各溶液の連続処理とこした．   

実験4．竹酢濃度の影響   

実験2と同じ材料を使用し，8H（）S溶液に竹酢を0・1％，0・5％，1・0％そして竹酢0・1％十N甲1NO3  

1000ppmを添加した溶液に連続処理してそ・の影響を調べた．また品質を表す指標のひとつである茎  

色について一色彩色差計（ミノ）L／夕CR－200）で測定しLab表色糸色度図で表示した．  

実験5．溶液処理後の5℃での輸送の影響   

輸送中の吊質低下を防止あるいは軽減する目的で，溶液処理法と輸送温度の影響について検討し  

た．長さ40cmの若茎を1区10本使用し，8HQS溶液に竹酢0．1％＋NH．NO31000ppm添加または竹酢  

1．0％＋NHINO31000ppm添加した溶液を10℃または20℃に維持して24時間吸収させ，処理後はパピ  

ルス切り枝の包葉を和紙で包んで出荷輸送用ダンボ・－ル箱に入れた．これを輸送を想定して，農学  

部の低温生理実験室の5℃喜に24時間置き，その後は農場の室内で日持ちについて調査した．対照  

区は竹酢濃度が異なる2溶液にそれぞれ連続処理する2区とした．   
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実験6．貯蔵温度および溶液処理温度の影響   

切り枝に溶液をより多く吸収させるために処理前の1日間を水分飢餓状襲で貯蔵する 

影響と，8HqS溶液に甘酢1．0％＋NH4NO3】000ppm添加した溶液で24時間吸収処理するげあいの処  

理温度と輸送温度の影響について，実験5と同じ材料を使用して調べた．実験区は以下のように設  

定した．20℃区（20℃の室内で24時間処理），25℃／30℃区（室温25℃，液温30℃で24時間処理）  

24H室温25℃／30℃区（24時間室温で貯蔵後，室温25℃，液温30℃で24時間処理），24HlO℃／25  

℃／30℃区（24時間10℃で貯蔵後，壷温25℃，液温30℃で24時間処理）および室温25℃で溶液を連  

続処理する対照区の5区とした．なお，20℃区以外の溶液処理は室温25℃，湿度55％の培養室内で  

溶液を加温して行った．対照区以外は，処理後パピルス切り枝の包葉を和紙で包んで出荷輸送用ダ  

ンボナル箱に入れ，農学部の低温生理実験室の10℃室内に24時間保管（輸送想定時間）したのち，  

農場の培養室内で日持ちについて調査した．  

繹果および考察  

実験1．切り花処理剤および蒸散防止剤の影響   

茎葉を観賞す－るパピルスの切り枝の品質をどのように判断するかは困雉な面があるノ．外見的に判  

別できる萎凋に先だって吸水低下と生体畳の減少が起こることに注目し，生体垂変化率で表示する  

こととした．長茎の対・照区では処理後から生体塞が減少し続けたのに射し，8HqS区では生体畳の  

減少が緩慢であり，AVB区では処理後2日から5日にかけて－の低■下が激しかった．蒸散防止剤処  

理により生体重減少が若干軽減される傾向が認められた（図1）．短茎でも8HqS区で3日以降の  

生体垂減少に射し効果が認められたが長茎よりもそ・の効果は小さかった（寓2）．蒸散防止剤の効  

果は明瞭でなく，以後の実験では蒸散防止剤噴霧処理は省略することとした．包菓の萎凋程度に関  

して－は，対・照区で5日後にはすづての包菓が葬凋したのに射し，8HqS区では萎凋抑制効果が認め  

られた（図3）．屠茎でも8HqS溶液の効果は顕著であり，8日目まで包菓の萎凋が抑制された  

（図4）．生体普減少率と包葉の萎凋程度との関係を考察すると，生体塞変化率が90％以下になる  

と萎凋程度が1．5以上となる関係にあると考えられた．包葉の発達程度がほぼ同じで茎の長さのみ  

を異8ニした長茎と旛茎とでは各溶液に対する反応が少し異なったが，実用上は，茎の長さよりも発  

－・○一 脱イオン水十蒸散防止剤 ＋ WB一恭敬防止剤   

・－●－・脱イオン水一茶散防止剤 －｛ト 8HQS十蒸散防止剤   

一色－ AVB十蒸散防止剤    一■－ 8HQS一茶散防止剤  
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－○一 脱イオン水＋蒸散防止剤   

一●一 脱イオン水一蒸散防止剤   

一重「－ AVB＋蒸散防止剤   

・「■－ ÅVB－蒸散防止剤   

一口ー 8HQS＋蒸散防止剤   

r■ト・8HQS－蒸散防止剤  

処理前処理後1日 2日 3日 4日 5日．6日 7日 8日  

図1 長茎の生体重に及ぼす切り花保存剤と  

蒸散防止剤の影響  

処理前処理後1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日  

図2 短茎の生体重に及ぼす切り花保存剤と  

蒸散防止剤の影響   
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－○一 腹イオン水十蒸散防止剤 一暮－ AVB一蒸散防止卿  

壬  脱イオン水一茶散防止剤  」コーさHQS＋蒸散防止剤   
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図3 長茎の包葉の萎凋に及ぼす切り花保存  

剤と蒸散防止剤の影響  

1日  2日  3日  4日  5日  6日  7日  8日  

図4 短茎の包葉の萎凋に及ぼす切り花保存  

剤と蒸散防止剤の影響  

達程度の重要性が高いと考え．られたことから，以後の実験は包菓が開いていない若茎と包菓がやや  

開いている成茎とに分け，双方とも40cmの長さに統一・して行うこととした．   

実験2．硝酸カルシウムの影響   

生体塞変化率でみると成茎，若茎ともに8HqS区で最も効果が高く，溶液処理時間を6時間に延  

長したことにより生体塞が増加した（図5，6）．硝酸カルシウム区では8H（〕S区よりも生体患お  

よび萎凋に閲し常に劣り（データ省略），パピルスの切り枝の品質保持に対する硝酸カルシウムの  

効果はないと判断された．  
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図6 若茎の生体重に及ぼす切り花保存剤と  

Ca（NO。）2の影響   
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前後  

図5 成茎の生体重に及ぼす切り花保存剤と  

Ca（NO。）2の影響  
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実験3．竹酢と硝酸アンモニウムの影響   

生体畳は対照区では成茎および若茎ともに漸減して10日後には80％まで低下したが，8H（〕S区で  

は連続処理のため8日後まで増加し続けた．8H（）S＋竹酢区では，成茎では2日後，若茎では5日  

後から8HqS区を上回り，竹酢の影響が大きいと考えられた．8H（〕S溶液のショ糖を硝酸アンモニ  

ウムに代えた区では成茎および若茎ともに7日後までは変化せず，以後減少した（図7，8）．こ  

の結果は，硝酸アンモニウムが生体畳の維持に負の影響を及ぼしたのではなく，ショ糖が生体畳増  

加に射し不可欠であることを示すものであると考えられる．若茎の小包葉の伸長状態でみると，  

ショ糖さらに竹酢の効果が顕著に認められ（図9），また小包葉の展開率でも同様な結果となった  

（図10），（写真1）．  
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図10 切り花保存剤に漆加するショ糖および  

竹酢とショ糖代替のNH。N03が若茎の  

包葉の展葉に及ぼす影響   

図9 切り花保存剤に涛加するショ糖および  

竹酢とショ糖代替のNH4N03が若茎の  

小包葉の伸長に及ぼす影響  
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写真1切り花保存剤に漆加するショ糖および竹酢とショ糖代替の  

NH。NO。が若茎の小包葉の伸長に及ぼす影響  

左から対照の脱イオン水区，8HqS溶液のショ糖をNH・】NO3  

に代替したNH．書NO3区，8H（〕S溶液のショ糖区，8HqS溶液  

に竹酢を添加したショ糖＋竹酢区  

実験4．竹酢濃度の影響   

成茎および若茎ともに対照区で生体重が減少しつづけたのに射し，竹詐添加により生体重の増加  

が認められた．若茎では竹離の濃度差による影響は明瞭でなかったが（デ脚夕省略），成茎では0．1  

％で長期間生体重が増加した．竹酢0．1％＋NH．，NO3区ではそれらの相乗効果が認められた（図11）  

生体真の増加に効果があった三溶液の茎色について色彩色差計で測定した結果，竹酢0．1％十NH∫】  

NO3区のb値が低く硝酸アンモニウム添加により茎が緑色に保たれることが確認された．（表1）  

－β一 成イオン水｛巳一 竹鮒），5％ －●一 竹離0▲1％＋NH4NO3   

↓ 竹折0．1％ ・→：ト・一 竹酢1％  

表1 パピルスの茎色に及ぼすNH。NO。  

の影響  

L  a  b   

8HqS＋竹酢1．0％   51．27  鵬6．92 28．62   

8H（〕S＋竹酢0．1％   51．46  －13．28 27．91   

8日qS＋竹酢0．1％＋  

NH∫】NO31000pp111   
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8日QS：8LHydroxyquinolineSulfate300ppm十BA  

20ppnl＋StlCrOSe3％   0日1日 2日 3日 4日 引ヨ 引ヨ 7‡ヨ 8＝ 9E】10Ⅰヨ1川12El  

図11成茎の生体重に及ぼす竹酢の濃度およ  

びNH。NO。の影響  
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実験5．溶液処理後の5℃での輸送の影響   

－・般の青果物輸送に準じて低温（ここでは5℃）で想定輸送時間の24時間保管したが，切り枝の  

切り、ロが低温障害と思われる黒色となり水揚げ不能なものがわずかながら（10％）発生した．連続  

処理の対照区の2溶液ともに生体畳は連続的に増加したが，そ・の割合は竹酢濃度が高い1．0％でや  

や優れ，調査終了日の8日目には16％の増加となった．2溶液で24時間処理し，想定輸送時間の24  

時間5℃に保管した4区■では，この保管中にいずれも生体塞が2～4％減少し，日持ち調査中にお  

ける生体亀変化に関しては溶液温度および竹酢濃度による差はほとんど認められなかった（図12）．  

連続処理の対照区では90～100％の包菓の展開率であったが，ノ模擬輸送区では20℃の竹酢1．0％添加  

溶液処理区の40％が最高であり，その他の区では10％と低かった．24時間吸収処理のばあい，竹酔  

濃度は0．1％よりも1．0％が，また液温は10℃よりも20℃が吸収量を高めた結果から品質保持効果が  

得られたと考えられる．5℃で24時間輸送した切り枝は，展開した包菓の日持ちが極端に悪く，3  

日後には萎凋したこと．から，5℃のような低温での輸送は好ましくないと判断された．   

実験6．貯蔵温度および溶液処理温度の影響   

輸送温度を10℃に設定した結果，輸送後におけるパピルス切り枝の低温障害は発生しなかった．  

24H室温＋25℃室温／30℃液温区では，24時間吸水できない水分飢餓状態で室温に置かれたため，  

この期間に20％以上の生体垂減少となったが，その後の溶液処理で30％以上の増加となり（これは  

実験開始時の生体垂の17％増）全区で最も高い増加率を示した（図13）．24HlO℃＋25℃／30℃  

区では，それぞれの生体重変化率は5％減，10％増，6％増となり，生体重増加率ではこの2区が，  

20℃区，25℃／30℃を上回り，吸水させずに室温あるいは10℃に24時間置いたことの効果が認めら  

れた．包菓の展開率は20℃区と24H室温＋25℃室温／30℃液温区が60％となりそれ以外の区では30  

％であったが，どの区の展開した包葉も7日前後でほとこんど萎凋した．切り枝に溶液をより多く吸  

収させることに主眼を置いて溶液処理前に24時間水分飢餓状態に置いた結果，溶液処理後の生体畳  

変化率は向上したが，処理中に発生した小包実の先端が枯れる障害は回復することがなかった．  
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図12 輸送後の生体重に及ぼす8HQS溶液に  

添加する竹酢濃度および処理液温の  

影響  

1日 溶 液 1日1日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日  

貯敲処理後輸送後  

図13 切り花保存液処理前の貯蔵温度および  

処理温度が輸送後の生体重に及ぼす影  

響   
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総 合 考 察   

パピルスの切り枝の品質保持に対七，8HqS溶液での吸収処理が有効であり，そ・の効果は処理時  

間の長さに比例した．また硝酸アンモニウムを加えることにより茎，包葉，小包葉の萎凋と黄色化  

が抑制されることが明らかとなった．この効果は硝酸アンモニウム中の窒素によるものと考えられ  

る‘6）．今回実験で使用した溶液の酸性度について見ると，竹酢の濃度にもよるカ年H4．5－6．5の弱酸  

性であった．植物がもっともよく利用できる窒素栄養は無機の硝酸塩やアンモニア塩でありけ），∴硝  

酸とアンモニアのどちらを利用するかは土壌水のpHにもよる∴－・般に，弱酸性では硝酸塩は解離  

状態になってよく吸収され，他方アルカリ性ではアンモニア吸収が盛んになる（8）．本実験で硝酸ア  

ンモニウムの効果が認められたが，軟弱野菜の水耕栽培で使用される硝酸カルシウムでは効果が得  

られなかった．この点に関しては今後の検討が必要である．   

木炭を製造する際に生産される木酢は－・般に防腐剤として使用されている．竹炭の製造にとも  

なって得られる竹酢については，製造の歴史が浅いためその効果についてはほとんど解明されてい  

ないが，竹酢には蟻酸など強酸性物質が多く含まれており㈲，これらによる作用効果が期待される．  

竹酢を本実験で使用した結果，溶液の吸収を促進するとともに，切り枝の生長を促し未展開の包菓  

を展開させるなどの効果が認められ，竹節のもつひとつの有効作用が明らかとなった．   

本実験は若い茎が得られやすい8月の高温期から気温の低下した10月にかけて実施したが，高温  

期は室温が高いため切り枝の日持ちが悪かった．気温が低下したころから開始した実験では，そこれ  

までに蓄積された研究成果を生かせたこともあり，日、持ちが改善される傾向にあった．しかし本種  

の観賞価値は高温期に最もよく発揮されるものと考えられることから，高温期での再検討が必要と  

思われる．また輸送中の品質低下への対策も必要であるが，－・般の青果物とほ異なり，低温での輸  

送ヤショ・－ケ・－ス内温度を低くすることは本種の品質低下を促進することに留意すべきである．  

摘  要   

パピルスqper〃タグ叩γ川5L“の地上茎を切り枝として観資するばあい，水揚げが悪く萎れたり，茎が折れや  

すいためほとんど利用されて■いない．本研究では切り枝の品質保持に関与するいくつかの条件について検討し  

た 

1） 

ppm，BA2qppm，ショ糖3％からなる溶滞（以下8HqS溶液）を吸収させると生体塞が増加し，包葉，小包菓が  

展開して日持ちが延長された． 

2）8HQS溶液にCa（NO3），1000ppmを添加しセも効果はなかっキが，hH．NO31000ppmを添加すると，茎，包葉  

および小包葉の萎凋ならびに黄色化が抑えられた．  

3）さらに竹酢仇1％を添加すると，生体盈の増加および未展開の包葉をが展開するなどの成長促進効果が認め  

られた 

4）模擬実験による輸送では，輸送温度が5℃で茎基部の褐変化や組織の壊死など 

が生じたが，10℃ではその障害が回避できた 
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